
 

 

特定非営利活動法人あうん 就労移行支援事業所JUNCTION 厚木 

 

１． 対象者の概要 

本人、父、母、弟（知的障害 B２）の 4 人家

族。小学校低学年時に担任から「成長に遅れがあ

る」と伝えられ、教育相談センターを紹介されて

います。2 ヶ月に1 度、卒業するまで通っていま

した。 

中学校では上履きを隠されたり、机に「死ね」

と書かれるなどのいじめに遭い、孤立。辛い思い

をしてきました。 

高校では交通研究部に入部。いろいろな電車を調べたり、旅行したりと活動を通して友人もでき、孤

立することなく楽しく過ごすことができていました。高校に入学してからは友達もでき、孤立すること

もなくなりました。 

高校卒業後、鉄道関係の仕事に就きたいという夢を持ち、観光専門学校に入学しました。しかし、就

職活動が始まり、周囲は次々と就職を決めていく中、自身の就職活動はうまくいかず、情緒不安定とな

り、不眠。精神科を受診することになりました。障害福祉課にも相談に行き、JUNCTION 厚木を紹介さ

れ、見学。平成 25 年4月 1 日よりJUNCTION 厚木を利用することとなりました。 

 

２．支援経過 

利用開始当初は作業途中で「疲れた。やりたく

ない。」「午後になると体調が悪くなる。」と言う

ことが多く、職員が別作業を提案しても拒否。机

に伏せてしまうことや体調不良を理由に別室で

休んでしまう様子が見られていました。また、作

業指示についても頑なに拒否する姿勢や作業部

材を乱暴に扱うこともありました。職員の指導に

対しても、「だって、面倒くさかったんだもん。」

と自身の非を認める様子が見られなかったことから、仕事をするという意識を持たせることが必要であ

ることを職員間で共有しました。日常生活においては事業所内の階段を大きな足音を立て昇降していた

ことから昇降方法を伝え、気を付けて昇降するよう声掛けを行いましたが、本人は、「無理。歩き方は変

えられない。(階段が)怖いんです。」、掃除当番では、「玄関掃除は腰が痛くなっちゃうからできない。」等、

何とかその場から逃れようとする傾向が見られていました。その他にも自分に都合の悪いことは避けて

通るということが続いていました。 

2 回目の個別支援計画では精神的なものも含め、体調不良から本来の力を発揮できないのではないか

と考え、職員と本人が状態を認識し、前向きに取り組んでいくことができるよう『体調管理ができるよ
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うになる』ことを目標に掲げ、健康管理票を付けていくことにしました。健康管理票は自分から率先し

て記入していました。その後のモニタリングで自身と向き合うことができたこと、企業見学や実習にも

前向きに取り組もうとする意欲が出てきたことが挙がってきました。具体的に会社名も挙がったため、

会社に直接交渉し、求人状況の確認や応募書類を郵送する等、行いましたが全て採用までには至りませ

んでした。 

良い結果が得られず、時間だけが過ぎていく中、障害者就職面接会求人一覧表の中にキャラクター商

品のピッキングを行う会社を見つけ、応募しましたが結果は不採用でした。 

再度、体制を整えるため、面談を行いました。本人から出てくる希望職種はキャラクター関係、アイ

スや菓子の売り場でした。キャラクターという観点からから子供向けのアイスや菓子にはキャラクター

を使用していることに着目し、スーパーや 100円ショップ等の品出しに転換できないかを話し合い、ス

ーパー等の品出しも視野に入れて探していくことにしました。JUNCTION 厚木から B 社に就職した利

用者がいたことから雇用を前提とした実習を依頼したところ、快く了承してくれました。本人にもその

ことを伝えると意欲を見せていました。 

B 社での実習が始まり、1 週間を過ぎた頃、巡回で訪問した職員に『他の職員にも自分が働いている

姿を見てほしい、B 社で採用されなかったとしても他の所で頑張っていきたい』と前向きに取り組んで

いることが分かるような発言が出てきていました。実習を終え、振り返りの面談をすると、「楽しかった」

と充実した実習であったことが本人から報告され、体調管理についても、「B 社のために良くしていこう

と思ってる」との言葉を聞くことができました。JUNCTION 厚木の掃除当番も率先して行うようになり、

雑巾をすすぐ水が冷たいのでとポットの残り湯を使用し雑巾を洗う等、機転を利かせる姿が見られてい

ました。後日、B 社から採用の連絡が入り、雇用契約へと進んでいきました。 

 

３．企業概要 

B 社は複合型医薬品企業として、置き薬・配置

薬を中心に、医薬品の製造・販売・ 研究開発を行

っています。ドラックストアも 1,000 店舗以上あ

り、ドラックストア内では品出し、清掃、接客等

を障害者の業務として行っています。会社では各

店舗に一人の障害者雇用を目指し、障害者就職面

接会にも参加。障害者雇用を進めています。 

JUNCTION 厚木からは 2 名の利用者（それぞ

れ別店舗に勤務）が就労しています。本部から定

期的に各店舗を回り、障害者の就労定着状況を確認。JUNCTION 厚木を利用されていた 2 名（A さん

を含む）の様子や聞き取った情報については連絡をくれます。また、障害者の声（ホットライン）を受

け付けており、本部に声が上がるとすぐに対応しています。本部の担当者は周囲への聞き取りや本人へ

の聞き取りを行い、両者にとって最善の解決策を見出そうとしています。 
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４．マッチング 

雇用条件の中に交通費は支給されないことと

なっているため、自宅から店舗までの交通費が安

く、通勤が楽なルートを探し、雇用を視野に入れ

た実習を依頼しました。2 週間の実習が決まり、

A さんの身上書や職場体験実習における支援計

画書を作成し、会社に A さんの情報提供を行い

ました。実習前には職員が訪問し、企業アセスメ

ントを行いました。実習中は日誌をつけてもらい、

ご本人の思いや社員との関わりを知ることにし

ました。実習初日からスタッフの一人が A さんの様子を気にかけてくれており、A さんに声をかけ、良

いことも悪いことも気になることがあるとすぐ支援者に報告してくれました。A さんも徐々にスタッフ

とのやり取りが、スムーズにできるようになってきていました。実習評価として、『大きな問題は見られ

ないものの作業に取り組む姿勢にムラがある』ことを指摘されましたが、採用に向けて前進することが

出来ました。 

 

５．定着支援 

就労した日から支給決定期間終了日までの定着支援を終えた後、ご家族、ご本人の希望で当法人の有

料職場定着支援を利用することとなりました。実習中に課題となっていた作業に取り組む姿勢のムラに

ついては、慣れない環境や生理不順からくる倦怠感や自分の思い通りにならなかった時に起こるもので

あると推測されたため、訪問するたびに一人ではないこと、辛い時や困った時にはスタッフや支援者が

助けること、店舗内ではお客様がスタッフの言動を見聞きしていることを伝えてきました。作業ではカ

ッターナイフを怖がりハサミを使用していましたが、スムーズに切れないもどかしさから苛立つ様子も

見られていたため、スタッフのやり方を見てもらい、スタッフから直接 A さんに指導していただきたい

ことを伝え、教えてもらいました。 

「脚立に上がって作業をするのは怖いので手の届かない場所は出来ません。」と言う Aさんに踏み台を

用意（店舗内にあるもの）していただき、踏み台での作業から入りました。慣れてきた頃を見計らい、

低い脚立で行ってもらうようにし、恐怖心を克服してもらいました。商品を腕に抱え、苦戦しながら前

出しを行っていたときには、A さん専用の買い物カゴとカートを用意していただき、作業の効率と A さ

んのモチベーションを向上させることに努めました。お客様に対する挨拶が小さい時や声が出せなかっ

た時には、職員が A さんの死角から「いらっしゃいませ、こんにちは」と挨拶を声に出し、見本となり

ました。 

最近では登録販売者の資格取得を目指し、一日 10 問の過去問題を解き、秋に行われる試験に向けて

頑張っています。 
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６．まとめ 

通所を始めた頃は幼さが残り、我を通すところがありました。些細なことで殻に閉じこもってしまう

ような方でしたが、仕事の意識を持ってもらうために役割を振ったことで少しずつ責任感も養われてき

たように感じました。ご家族からは丁寧な言葉遣いが出来るようになり、自分が不安に感じることにも

チャレンジするようになったとうかがいました。 

A さんがJUNCTION 厚木に遊びに来てくれた際に差し入れも持って来て下さいました。当初のAさ

んからは想像もできませんでした。これからも少しずつ成長していく A さんを職員一同、見守っていき

たいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「JUNCTION（厚木）に行くなら自分のお店の商品を買っていこうって決めてました。

職員さんの分と利用者さんの分を数えて買ってきました。」と言って渡してくれました。 


